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精彩短评

1、傻子⋯

2、不知不觉间看完第二卷了 神乐定春好喜欢你们哦 话说第一卷封面银桑好像春春（李宇春）的说 
3、　　继续整理那些我喜欢的台词。
　　
　　第七訓　一度した約束は死んでも守れ
　　１．人生を楽しく生きるコツは童心を忘れねーことたよ。（坂田銀時）
　　２．そんなもんしか見つからなかった、百万本には及ばねーが後は愛情でごまかして。（坂田
銀時）
　　
　　
　　第八訓　粘り強さとしつこさは紙一重
　　１．一度や二度フラれたからいじゃ　俺は倒れんよ！！女はさァァ　愛するより愛される方が
幸せなんだよ！！って母ちゃんが言ってた。（近藤勲）
　　２．人は皆愛を求め追い続けるストーカーよ。（近藤勲）
　　３．心配いらないヨ、銀ちゃんピンチの時は　私の傘が火を吹くネ。（神楽）
　　４．ワリーが人の人生賭けて勝負できる程大層な人間じゃないんでね。代わりと言っちゃ、何
だが　俺の命を賭けよう。（坂田銀時）
　　５．甘ェ⋯天津甘栗より甘ェ、敵から得物借りるなんざよォ～（坂田銀時）
　　
　　
　　第九訓　喧嘩はグーでやるべし
　　１．ゴリラだろーがなァ、真撰組にとっちゃ大事な大将なんだよ。剣一本で一緒に真選組つく
りあげてきた、俺の戦友なんたよ。誰にも俺達の真選組は汚させねェ、その道を遮るものがあるな
らば　剣で⋯⋯叩き斬るのみよォォ！！（土方十四郎）
　　２．喧嘩ってのはよォ　何か護るためにやるもんだろが、お前が真選組を護ろうとしたように
よ。（坂田銀時）
　　３．アイツは目の前で刃を合わせていても　全然別のところで勝手に戦ってるよーな男なんだ
よ、勝ちも負けも　浄も不浄も　越えたところでな。（近藤勲）
　　
　　
　　第十訓　疲れた時は酸っぱいものを
　　１．女の子はみんなカワイイもの好きヨ、そこに理由イラナイ。（神楽）
　　２．あれから私動物に触れるの自ら禁じたネ。力のコントロール下手な私じゃみんな不幸にし
てしまう。でも　この定春なら私とでもつり合いがとれるかもしれない、コレ　神様のプレゼント
アル　きっと。（神楽）
　　３．こいつは勘弁したってくれや、アイツ相当気に入ってるみてーなんだ。（坂田銀時）
　　４．お嬢さん、何がそんなに悲しいんだィ？（坂田銀時）
　　５．―銀ちゃん、飼うの反対してたのに、なんで？
　　    ―俺ァ　しらねーよ。面倒見んならてめーで見な、オメーの給料から　そいつのエサ代キッ
チリひいとくからな。
　　    ―⋯アリガト　銀ちゃん。給料なんてもらったことないけど。（坂田銀時　神楽）
　　
　　
　　第十一訓　べちゃべちゃした団子なんてなぁ　団子じゃねぇバカヤロー
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《銀魂 (2)》

　　第十二訓　全国のコギャルども門限は守れ
　　
　　
　　第十三訓　便所で生まれるのは汚れたものばかり
　　１．仲間が拉致られた　ほっとくわけにわいかねェ。“人の一生は　重き荷を負うて遠き道を
往くが如し”昔なァ　徳川田信秀というオッさんが言った言葉でな⋯最初にきいた時は何を辛気く
せーことをなんて思ったが、なかなかどーして　年寄りの言うこたァ　バカにできねーな⋯荷物っ
てんじゃねーが　誰でも両手に大事に何か抱えてるもんだ。だが　かついでる時にゃ気づきゃしね
ー、その重さに気づくのは全部手元からすべり落ちた時だ。もうこんなもん持たねェと何度思った
かしれねェ、なのに⋯またいつの間にか背負いこんでんだ。いっそ捨てちなえば楽になれるんだろ
うが、どーにもそーゆ気になれねー、荷物がにねーと　歩いててもあんま面白いなくなっちまった
からよォ。（坂田銀時）
　　２．片腕では荷物などもてまいよ、今から俺がお前の左腕だ。（桂小太郎）
　　
　　附上单行本卷1台词整理地址
　　http://book.douban.com/review/5396887/
4、@花石浪 因为这不是日文单行本的页面吗？
5、好可爱的定春啊！
6、喜欢后面的那个短片故事
7、定春不如动画化后的萌啊。。。。被水洗过似的。。。
8、一開始都那麼美好⋯⋯
9、痴迷于这些人的小情怀
10、这本好短。。。后面的番外太长了！
11、阿通老爸越狱+近藤&阿银决斗+土方&阿银决斗+定春登场+草莓牛奶广告&登势婆婆的过去+春
雨&火腿子（前篇）+特别短篇是非黑白（男主角长的很像银桑）
12、人的一生就像背负着重担走在一条遥远的路上，那不是一种负担，我们每个人双数都捧着珍贵的
东西...但是当你捧着它的时候并没有发觉，只有当它从你的手中滑落时才会感觉到。当我觉得很累，
已经不想理会的时候，不知何时却又已经将它背在了背上，早晚将它扔掉或许会觉得轻松点，不过总
是说不出口，一旦没了那种负担，走起来就完全不有趣了。
13、从连载初就开始追的漫之一。
14、啊啊，又塞了一个短篇进来，比起第一个，这个短篇也还好啦。
15、我个人还是喜欢第二季啊
16、吐槽技能满点实在是笑得停不下来233
17、永远不会忘记银他妈带给我的搞笑和感动，帮助我度过楞森第二阶段的苦痛，也把我拽入更深层
的二次元世界。二次元是一个可以逃避、可以奋起的世界！现实生活不掌握资源的屌丝，在幻想的二
次元却能代入RPG般的自在生活。鲜活到抽风的人物，恶俗到痛哭流涕的场面。热血、燃、萌、煽情
、吐槽、脱线，神马都有，再好没有的虚度时光。#虚度的才是无上的#
18、好看啊~~~人生什么的，还是这个最实际了~
19、聊胜于无
20、还送大短篇。。
21、欢迎来看
22、为什么整理的日日语的，是为了装逼还是自己看？
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精彩书评

1、继续整理那些我喜欢的台词。第七訓　一度した約束は死んでも守れ１．人生を楽しく生きるコ
ツは童心を忘れねーことたよ。（坂田銀時）２．そんなもんしか見つからなかった、百万本には及
ばねーが後は愛情でごまかして。（坂田銀時）第八訓　粘り強さとしつこさは紙一重１．一度や二
度フラれたからいじゃ　俺は倒れんよ！！女はさァァ　愛するより愛される方が幸せなんだよ！！
って母ちゃんが言ってた。（近藤勲）２．人は皆愛を求め追い続けるストーカーよ。（近藤勲）３
．心配いらないヨ、銀ちゃんピンチの時は　私の傘が火を吹くネ。（神楽）４．ワリーが人の人生
賭けて勝負できる程大層な人間じゃないんでね。代わりと言っちゃ、何だが　俺の命を賭けよう。
（坂田銀時）５．甘ェ⋯天津甘栗より甘ェ、敵から得物借りるなんざよォ～（坂田銀時）第九訓　
喧嘩はグーでやるべし１．ゴリラだろーがなァ、真撰組にとっちゃ大事な大将なんだよ。剣一本で
一緒に真選組つくりあげてきた、俺の戦友なんたよ。誰にも俺達の真選組は汚させねェ、その道を
遮るものがあるならば　剣で⋯⋯叩き斬るのみよォォ！！（土方十四郎）２．喧嘩ってのはよォ　
何か護るためにやるもんだろが、お前が真選組を護ろうとしたようによ。（坂田銀時）３．アイツ
は目の前で刃を合わせていても　全然別のところで勝手に戦ってるよーな男なんだよ、勝ちも負け
も　浄も不浄も　越えたところでな。（近藤勲）第十訓　疲れた時は酸っぱいものを１．女の子は
みんなカワイイもの好きヨ、そこに理由イラナイ。（神楽）２．あれから私動物に触れるの自ら禁
じたネ。力のコントロール下手な私じゃみんな不幸にしてしまう。でも　この定春なら私とでもつ
り合いがとれるかもしれない、コレ　神様のプレゼントアル　きっと。（神楽）３．こいつは勘弁
したってくれや、アイツ相当気に入ってるみてーなんだ。（坂田銀時）４．お嬢さん、何がそんな
に悲しいんだィ？（坂田銀時）５．―銀ちゃん、飼うの反対してたのに、なんで？―俺ァ　しらね
ーよ。面倒見んならてめーで見な、オメーの給料から　そいつのエサ代キッチリひいとくからな。
―⋯アリガト　銀ちゃん。給料なんてもらったことないけど。（坂田銀時　神楽）第十一訓　べち
ゃべちゃした団子なんてなぁ　団子じゃねぇバカヤロー第十二訓　全国のコギャルども門限は守れ
第十三訓　便所で生まれるのは汚れたものばかり１．仲間が拉致られた　ほっとくわけにわいかね
ェ。“人の一生は　重き荷を負うて遠き道を往くが如し”昔なァ　徳川田信秀というオッさんが言
った言葉でな⋯最初にきいた時は何を辛気くせーことをなんて思ったが、なかなかどーして　年寄
りの言うこたァ　バカにできねーな⋯荷物ってんじゃねーが　誰でも両手に大事に何か抱えてるも
んだ。だが　かついでる時にゃ気づきゃしねー、その重さに気づくのは全部手元からすべり落ちた
時だ。もうこんなもん持たねェと何度思ったかしれねェ、なのに⋯またいつの間にか背負いこんで
んだ。いっそ捨てちなえば楽になれるんだろうが、どーにもそーゆ気になれねー、荷物がにねーと
　歩いててもあんま面白いなくなっちまったからよォ。（坂田銀時）２．片腕では荷物などもてま
いよ、今から俺がお前の左腕だ。（桂小太郎）附上单行本卷1台词整理地
址http://book.douban.com/review/5396887/
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